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３月定例会３月定例会
　令和８年３月定例会を３月３日から３月１９日まで１７日間開き、条例の制定１件、条例の
一部改正８件、令和７年度補正予算７件、令和８年度当初予算７件などを審議しました。
　また、３人の議員が会派を代表して質問を行い、町当局の考えをただしました。
　（議案審議の結果は３ページに記載）

１月臨時会１月臨時会  １月 1 ６日  １月 1 ６日

部活動地域展開への寄附部活動地域展開への寄附

みんなの居場所づくりみんなの居場所づくり

ギフトカード配布事業ギフトカード配布事業

　令和７年度より試験的に始めました。令
和８年度は募集期間を検討し、ホームペー
ジに加え、町公式ＬＩＮＥや広報はりま等
も活用し寄附額増を目指します。

　子どもだけでなく、多世代の人を対象と
した居場所づくりを進める団体等に補助金
を交付しています。

　国の臨時交付金を活用し、物価高騰の影
響に対し、本町独自の支援策として、全て
の住民の方に７０００円分のギフトカード
を配布します。さらに、６５歳以上の方には、
３０００円分を上乗せして配布します。

問 答
　クラウドファンディング型ふるさと納税寄附
金額が２万円というのは、どう評価しているの
か。

　ご寄附に感謝し、部活動の地域展開として、
もっと寄附がしたくなるような活動をし、しっ
かりと周知していく。

問 答
　事業をコーディネーターに任せるだけではな
く、数年先を見据えた持続可能な体制を考えて
いるのか。

　居場所の運営主体は住民であり、そこに、コー
ディネーターを配置し、運営する住民の方々を
支援していきたい。

支援に感謝

居場所を大切に

暮らしを応援

議案の審議結果議案の審議結果【令和８年１月臨時会・３月定例会】【令和８年１月臨時会・３月定例会】

全  員  賛  成 で可決した議案で可決した議案
　　　　議　案 議決日

町 

長 

提 

出

人　事 人権擁護委員候補者の推薦 3/3

条　例

特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例制定

3/3

行政手続条例の一部を改正する条例制定
特別職に属する非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例
の一部を改正する条例制定
手数料条例の一部を改正する条例制定
学童保育所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定
福祉医療費助成条例の一部を改正する条例制定
企業立地促進条例の一部を改正する条例制定
学校給食費に関する条例の一部を改正する条例制定
廃棄物の適正処理、再利用及び環境美化に関する条例の一部を改正する条例制定 3/19

令和７年度
予　算

一般会計補正予算（第７号） 1/16
一般会計補正予算（第９号）

3/3

国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
財産区特別会計補正予算（第２号）
介護保険事業特別会計補正予算（第４号）
後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号）
水道事業会計補正予算（第３号）
下水道事業会計補正予算（第４号）

令和８年度
予　算

一般会計予算

3/19

国民健康保険事業特別会計予算
財産区特別会計予算
介護保険事業特別会計予算
後期高齢者医療事業特別会計予算
水道事業会計予算
下水道事業会計予算

契　約 工事請負契約締結（総合体育館大体育室空調設備設置工事） 3/3

その他
専決処分したものにつき承認を求める件（一般会計補正予算（第８号））

3/3都市計画マスタープラン改定
損害賠償の額の決定及び和解の件

委
員
会

　
提
出

発　委 専決処分事項の指定の一部改正 3/3
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賛 否 の分かれた議案 （○…賛成、×…反対）

議　案　名
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果
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請
願

刑事訴訟法における再審規定の改正を求める
意見書に関する請願 7 5 採択 3/19 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × 〇 〇 × －

委
員
会
提
出

発
委刑事訴訟法の再審規定の改正を求める意見書 7 5 可決 3/19 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × 〇 〇 × －

※　播磨町議会の現議員数は1３人です。採決は、全議員の過半数（7人）以上の出席を要し、議長を除く出席議員の過半数の賛成をもって
　　可決されます。ただし、法律に別の定めがある特別多数議決の場合は、この過半数議決は適用されません。
※　議長は採決に加わりませんので、「－」で表示しています（議長＝議席13岡田千賀子　議長不在などの場合には副議長が議長を務め
　　ます）。ただし、賛成と反対が同数の場合には、議長が決します。



令和８年度予算案を可決令和８年度予算案を可決

防災  　総合体育館大体育室に空調整備　

先生  　学校教職員用公用スマートフォン貸与

食育  　小中学校の給食費無償化・幼稚園給食開始

水泳  　播磨西小の水泳授業の外部委託

交通  　新たな交通システムの導入に向けた実証実験開始

共助  　個別避難計画作成に補助金

環境  　製品プラスチック分別収集に向けた取り組み

グラフの見方
上段：科目、総額に占める割合　　中段：予算額　　下段：対前年度増減

※各項目で１万円未満を切り捨てているため、合計が合わない場合があります。

歳　入

自
主
財
源
52.7
％

依
存
財
源
47.3
％

町税　42.2％
60億7011万円
（1億7583万円）

繰入金（貯金取崩）　７．7％
１1億173万円
（1741万円）

諸収入　1.6％
2億2927万円
（－２億５814万円）

その他　1.2％
1億8488万円
（1175万円）

国庫支出金　１5.3％
21億9605万円
（－9354万円）

地方交付税　
１2.0％
１7億2610万円
（56００万円）

県支出金　8．８％
１2億5818万円
（1億5792万円）

町債（借入金）　2.0％
２億9420万円
（3390万円）
地方消費税交付金
6.2％
８億9262万円
（4789万円）

その他　3.0％
4億3198万円
（2795万円）

一般会計

入るお金
143億8515万円

歳　出

民生費（福祉など）
４０．1％
５7億6677万円
（－5165万円）

衛生費　６．4％
（予防接種・ごみ処理など）
９億1851万円
（－4858万円）

土木費　１0.7％
１5億4331万円
（2億776万円）

教育費
１５．6％
２２億4189万円
（－２27０万円）

総務費　１3.9％
１9億9164万円
（１億9046万円）

公債費　7.7％
１1億314万円
（1564万円）

その他　1.9％
2億8388万円
（－１億5810万円）

消防費　3.7％
5億3599万円
（442万円）

一般会計

出るお金
143億8515万円

３月定例会で請願を採択、意見書を可決

請願第１号「刑事訴訟法における再審規定の改正を求める意見書に関する請願」
発委第２号「刑事訴訟法の再審規定の改正を求める意見書」

総務建設常任委員会審査後の３月１９日 本会議での討論

【請願・意見書の内容の概要】　請願と意見書の最大のポイントは、えん罪被害者を迅速に救済する
ために、下記の３点において、刑事訴訟法の再審規定の改正を速やかに行うよう求めるものである。
　１　再審手続きにおける全面的な証拠開示を制度化すること。
　２　再審開始決定に対する検察官の不服申し立てを禁止すること。
　３　再審請求人に対する手続保障を中心とする手続き規定を整備すること。

賛成討論 意見書の提出に賛成 反対討論 趣旨自体には賛成…しかし

木村　晴恵　議員
　再審規定の不備や課題、問題点が多くの団体か
ら指摘されている。その中でも大きな問題は、手
続きの長期化により請求人が高齢化し、無罪を勝
ち取る前に亡くなるケースが相次いでいることで
あり、手続きの抜本的改正が求められるこの意見
書には賛成する。

板谷　良祐　議員
　プライバシー保護、確定判決の安定性への影響、
制度の乱用など多面的な課題が指摘されている日
弁連案の「全面的な証拠開示」と「不服申し立て
の禁止」が言及されている。
　専門家でない地方議会が判断することは無責任
であり困難である。趣旨には賛同する。

河野　照代　議員
　現行の再審請求は手続きが肥大化し、えん罪被
害者の救済を阻害している。欧米諸国はすべての
証拠が閲覧でき、誤判・えん罪への反省から証拠
開示など制度改革が進行した。
　日本も証拠開示や検察の不服申し立てを禁止す
るなど再審手続きの保障をするべき。

　ポイント
　刑事訴訟法の再審規定の改正を速やかに行
うよう求めることには全員賛成だが、意見書
の内容で賛成・反対に分かれた。
　可決された意見書は国に提出
される。

浅原　俊也　議員
　当意見書は国の法制審議会が約１年間審議を重
ねた法整備に対するものだが、本町議会では、委
員会にて１回審議したのみである。
　えん罪被害者の速やかな救済といった趣旨には
賛同するが、個別具体事項については、説明責任
の観点からも慎重審議が必要と判断する。

宮宅　良　議員
　えん罪被害者の迅速な救済を求める趣旨には大
いに賛同します。ただし改正内容は非常に高度で
あり、専門的な知見に基づき利益以外に生じうる
弊害などを含めた多角的な国会論議での英知結集
に期待するため、請願者が再審法の改正内容を限
定する意見書には反対。

請
願
者

紹
介
議
員

意
見
書
（
国
）

請
願
者

議 

長
（
受 

理
）

委 

員 

会
（
審 

査
）

本 

会 

議
（
議 

決
）

本
　会
　議

議
　長

提出 上程 付託 結果報告

議決結果を通知

採択した請願の
うち国の施策を
要望するもの

5 4議会だより No.272議会だより No.272

ギカイの視点
　令和８年度予算案は、前年度に比べて
１．２％増加している。
　さまざまな要因があるが、適切妥当な
配分になっているのかを注視し、１２名
の委員で予算審査に臨んだ。



土山駅北まちづくり（継）土山駅北まちづくり（継） 学校給食（新）学校給食（新）

マンホールトイレ整備（継）マンホールトイレ整備（継）
蓮池小学校南校舎・播磨中学校蓮池小学校南校舎・播磨中学校
屋内運動場大規模改造（新）屋内運動場大規模改造（新）

タクシー利用料金の助成（継）タクシー利用料金の助成（継）
子どもの任意予防接種費用助成（新・拡）子どもの任意予防接種費用助成（新・拡）

地方バス等公共交通維持対策 （新）地方バス等公共交通維持対策 （新）
子ども・子育て支援給付（子ども・子育て支援給付（拡拡））

高齢者補聴器購入費助成（継）高齢者補聴器購入費助成（継）
児童福祉一般管理（拡）児童福祉一般管理（拡）

　令和７年度に住民の方々と作成した「まちづ
くり基本計画」を踏まえ、再整備に向けた詳細
な計画・設計の検討を行うとともに、これに必
要な調査を進め、令和９年度末の土地区画整理
事業の都市計画決定を目指す。

　国の政策に基づき、小学校給食費を無償化すると
ともに、中学校給食費についても、町独自で無償化
を行う。
　また、令和８年度から幼稚園において、給食の提
供を開始する。

　避難所となる各小学校を対象に整備工事を実施
する。令和８年度は、蓮池小学校と播磨小学校に
整備する。

　播磨中学校体育館と蓮池小学校南校舎を全面
改修し、安全で快適な学習環境の充実を図る。
令和８年度は設計業務を実施する。

　助成対象者の社会参加や外出の支援策とし
て、タクシー利用料金の助成を行う。
・妊産婦応援タクシー事業
・高齢者タクシー券交付事業
・重度心身障害者福祉タクシー料金助成事業

　不活化ポリオワクチン、三種混合ワクチン、おた
ふくかぜワクチン、男性へのＨＰＶワクチンの接種
費用の一部を助成する。男性ＨＰＶワクチンについ
ては、助成対象に９価ワクチンを追加する。

　地域公共交通計画に基づき、公共交通機関の利活
用の促進を図るとともに、新たな交通システムの導
入に向けた実証実験に着手する。

　制度に基づき、認定こども園や保育所などの教
育・保育施設が安定して運営できるように必要な
費用を支給する。保育を必要とする小学校就学前
の子どもの安定した入所を確保する。

災害対策活動（新）災害対策活動（新）
・避難所における福祉避難室用に気泡緩衝材で

できた折り畳み式ベッドを購入する。
・罹災証明書発行や応急危険度判定、家屋被害

認定等の業務を行うための被災者支援システ
ムを導入する。

学童保育施設整備（拡）学童保育施設整備（拡）
　定員を超えて受け入れを行っている蓮池小学校学
童保育所に、令和９年度当初の開所に向けた第四・
第五学童保育所を整備することで、保育環境の向上
を図る。

　聴力機能の低下により日常生活に支障がある高齢
者に対し、補聴器購入費用の一部を助成し、社会参
加や地域交流を促進するとともに、認知症やフレイ
ルの予防に努める。

　町が主催する講演会や映画会などのイベント
開催時に、託児を実施することで、行事に参加
しにくかった保護者の参加を応援する。また、
０歳児がいる保護者へ一時預かり利用クーポン
を配布する。

8,783万円 4億4,716万円

4,400万円 計3,647万円

計3,359万円 447万円

100万円 11億6,226万円

計372万円 2,638万円

１8０万円 計369万円

土山駅北　公共交通　防災　共助　タクシー　補聴器

　 小中学校給食無償化　保育所　蓮池小学校　託児

予防接種　播磨中学校　学童保育　幼稚園給食開始

令和８年度の主な事業令和８年度の主な事業令和８年度の主な事業

国土交通省ホームページより
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用途地域の課題は用途地域の課題は用途地域の課題は こどもの権利相談こどもの権利相談こどもの権利相談

橋りょう点検は橋りょう点検は橋りょう点検は 無料法律相談無料法律相談無料法律相談

自治会の消防団員は自治会の消防団員は自治会の消防団員は 幼稚園給食は幼稚園給食は幼稚園給食は

合同企業就職説明会合同企業就職説明会合同企業就職説明会 協働推進課を１階へ協働推進課を１階へ協働推進課を１階へ

自主防災組織育成は自主防災組織育成は自主防災組織育成は 教室の改修は教室の改修は教室の改修は

ＬＥＤ街灯の更新はＬＥＤ街灯の更新はＬＥＤ街灯の更新は 民生委員の活動は民生委員の活動は民生委員の活動は

問 本町における用途地域の
課題として重視する地域は。
　　　　　　　　　　　　　
　　　　

答 商業の集積を図る必要が
ある播磨町駅周辺の近隣商業
地域である。

問 こどもからの相談に対応
するための専用ダイヤルを設
置する。こどもの擁護を構築
するための相談体制は。

答 こどもの権利に関する相
談員を設置し、播磨町の専用
ダイヤルを設ける。
　平日の９時から午後５時ま
での予定である。

問 橋りょう長寿命化修繕計
画に基づいて進めているが、
令和８年度の点検箇所は。　
　　

答 令和８年度は、ＪＲ土山駅
の自由通路（改札前通路）の
点検を行う。

問 弁護士相談への予約受付
が窓口と電話でも可能にな
り、申し込みがしやすくなる。
申込期間の制約は。

答 ８回先まで予約できる。続
けて相談する場合は、相談を
した日の次の開催日から８回後
に予約可能となっている。

問 消防団員が居ない自治会
があり、１人くらい出しても
らいたいが、一歩踏み込んで
自治会に依頼できないのか。

答 団員から自治会へ勧誘を
働きかけるよう進めていく。

問 幼稚園給食の調理は外部
委託だが、小学校給食を利用
する西こども園とメニューや
保護者負担は同じか。

答 基本的に同じメニューで
ある。
　小・中学校は無料となるが
幼稚園・こども園の保護者負
担は１食３００円になる。

問 町内企業の PR の場とし
て、大勢の就職希望者が来場
され有効な事業ですが、令和
８年度企業説明会に期待する
ことは。

答 たくさんの業種の企業に
参加いただいて、企業のＰＲ
や説明に重点を置いた開催を
検討していきたい。

問 協働推進課が、役場第 1
庁舎の 1 階へ移転する理由と
時期は。　　　　　　　　　
　

答 住民の方に分かりやす
く、相談が受けやすい 1 階に
移転する。令和８年１０月頃
に稼働予定である。

問 災害時の個別避難計画を
作成した自主防災組織に補助
金を交付するということだ
が、作成は町がすべきでは。

答 災害時は地域が助け合い
避難できるよう、計画の作成
は地域などで行い、町は仕組
みづくりや支援を行う。

問 タブレット学習には机が
小さいとの課題がある。大き
な机を利用できる教室にする
などの対応は。

答 そうした課題に対しては
協議しているが、学校格差が
生まれることも問題なので何
ができるか慎重に考えたい。

問 令和７年度にＬＥＤの点
滅などの不具合が多く確認さ
れた。町管理街灯の更新はど
のように進めるのか。

答 ＬＥＤ街灯は約２０００
基あり、設置後１０年を超え
てきているので、年２００基
ずつ１０年かけて更新してい
く。

問 仕事を持つ委員も参画で
きるような研修や、委員協議
会に、家庭の事情等で参加で
きない場合の代替え案は。

答 定例会や行事には出席を
お願いしているが、オンライ
ンや動画等で視聴できる環境
を検討していきたい。

消防団の講習会 バランスのよい食事を播磨町で就職を 身近な協働推進課に

予算特別委員会予算特別委員会予算特別委員会予算特別委員会 令和８年度の各事業の予算案が適切妥当であるのかを慎重に審査するため、同審査を令和８年度の各事業の予算案が適切妥当であるのかを慎重に審査するため、同審査を
予算特別委員会に付託し、６日間にわたり、さまざまな視点からの質疑を行いました。予算特別委員会に付託し、６日間にわたり、さまざまな視点からの質疑を行いました。
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質 問 者 質　　問　　事　　項

1 　チーム新星代表
　　河野　照代 （１）	 令和８年度の施政方針は

2 　播磨町民の会代表
　　宮宅　良 （１）	 令和８年度施政方針は

3 　公明党代表
　　大瀧　金三

（１）	 令和８年度施政方針は
（２）	 地震火災の予防対策を
（３）	 高齢者の介護用品などの補助拡充を

３月１0日に３人の議員が会派を代表し
令和８年度施政方針について町当局の考えをただしました。

代表質問とは、３月定例会において会派を代表
する議員が町長の施政方針や予算編成方針に対
して行う質問です。録画配信

人
材
投
資
を

播磨町民の会

宮
み や け

宅 良
りょう

議員

業
務
に
見
合
っ
た

業
務
に
見
合
っ
た

　
対
価
が
必
要
で
は

　
対
価
が
必
要
で
は

答
弁

指
定
管
理
料
増
額

　
　
　
も
視
野
に
入
れ
る

問　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
管
理
委
託

か
ら
、
住
民
主
体
に
よ
る
協
働
型
委
託

が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
時
代
の
ニ
ー

ズ
や
即
応
性
を
発
揮
す
る
に
は
、
人
件

費
の
あ
り
方
や
業
務
に
見
合
っ
た
対
価

が
必
要
で
あ
る
。
人
材
投
資
と
し
て
、

支
援
を
推
し
進
め
る
考
え
は
。

答　

人
件
費
を
コ
ス
ト
で
は
な
く
、
地

域
価
値
を
創
出
す
る
た
め
の
投
資
と
し

て
の
視
点
を
持
ち
、
指
定
管
理
料
の
増

額
も
視
野
に
入
れ
た
支
援
を
検
討
す
る
。

問　

県
が
予
定
す
る
用
途
地
域
の
定
期

見
直
し
は
、
町
域
の
狭
い
本
町
に
と
っ

て
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
好
機
で
は
。

答　

町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

掲
げ
る
将
来
都
市
構
造
の
実
現
に
向
け
、

積
極
的
な
見
直
し
案
を
県
へ
提
示
す
る
。

問　

令
和
９
年
度
か
ら
の
運
用
に
向
け

て
中
央
公
民
館
の
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を
進
め
る
が
、
法
律
相
談
の
予

約
も
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た

め
、
同
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
べ
き
で
は
。

答　

法
律
相
談
予
約
は
、
窓
口
受
付
以

外
に
令
和
８
年
度
か
ら
電
話
予
約
を
可

能
と
し
、
シ
ス
テ
ム
の
活
用
も
他
自
治

体
の
運
用
事
例
等
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

問　

地
域
活
動
の
支
援
に
庁
用
バ
ス
を

運
用
し
て
い
る
が
、
庁
用
バ
ス
１
台
で

は
全
員
が
乗
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

も
あ
る
。
全
員
が
参
加
で
き
る
支
援
策

を
講
じ
る
こ
と
が
、
つ
な
が
り
支
援
、

フ
レ
イ
ル
予
防
や
孤
独
・
孤
立
対
策
の

面
か
ら
も
有
効
で
は
。

答　

庁
用
バ
ス
の
有
効
活
用
は
「
人
が

つ
な
が
る
ま
ち
」
の
実
現
に
資
す
る
も

の
で
あ
り
、
関
係
部
署
と
も
連
携
し
対

応
で
き
る
か
検
討
す
る
。

令和８年度の施政方針がもたらす未来

問　

令
和
８
年
度
に
「
め
ざ
す
ま
ち
」

へ
向
か
い
①
若
者
へ
の
応
援
②
住
民
の

安
全
安
心
の
確
保
③
全
員
が
ワ
ン
チ
ー

ム
の
方
針
を
打
ち
出
さ
れ
た
。
そ
の
中

で
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
団
体
は
さ
ま

ざ
ま
あ
る
が
、
単
体
で
活
動
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
結
集
し
、
若
い
世
代
に
協

力
を
得
な
が
ら
の
活
躍
拠
点
を
作
る
べ

き
で
は
。
高
齢
者
は
町
発
展
の
担
い
手

と
し
て
の
一
員
で
も
あ
る
。

答　

シ
ニ
ア
層
が
地
域
で
の
活
動
の
担

い
手
に
な
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
今

後
、
各
団
体
と
調
整
を
行
い
環
境
づ
く

り
に
努
め
る
。

制
服
購
入
費
の
補
助
を

制
服
購
入
費
の
補
助
を

答
弁 � �

考
え
て
い
な
い

問　

物
価
高
騰
の
た
め
、
隠
れ
教
育
費

と
い
わ
れ
る
制
服
を
補
助
す
る
自
治
体

も
あ
る
。
播
磨
町
で
も
入
学
祝
い
と
し

て
制
服
購
入
費
を
補
助
す
る
べ
き
で
は
。

答　

現
在
、
一
部
補
助
は
あ
る
が
、
全

て
の
家
庭
へ
の
補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

更
な
る
庁
用
バ
ス
活
用
を

更
な
る
庁
用
バ
ス
活
用
を

答
弁 �

条
件
を
拡
充

問　

高
齢
者
も
含
め
て
、
子
ど
も
た
ち

の
部
活
動
の
地
域
展
開
や
校
外
遠
征
な

ど
に
、
庁
用
バ
ス
の
使
用
条
件
の
拡
大

を
図
る
べ
き
で
は
。

答　
利
用
条
件
の
拡
充
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

　

教
職
員
へ
の
緊
急
用
携
帯
電
話
の

　
　

配
備
は

高齢者と子どもたちのいきいき活動

高
齢
者
の
活
動
拠
点

高
齢
者
の
活
動
拠
点

　
　
　
　
の
構
築
を

　
　
　
　
の
構
築
を

答
弁

環
境
づ
く
り
に
努
め
る

高
齢
者
施
策
を

チーム新星

河
こう

野
の

 照
てる

代
よ

議員
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問　

大
地
震
の
発
生
時
に
起
こ
る
火
災

の
多
く
は
電
気
に
起
因
し
て
い
る
。　

　

地
震
の
揺
れ
を
感
知
し
、
電
気
を
遮

断
す
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
を
補

助
す
る
考
え
は
。

答　

国
や
県
の
指
定
地
域
と
な
っ
て
お

ら
ず
、
国
や
県
の
財
政
支
援
を
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
促
進
を
図
る
。
そ

し
て
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
普
及
啓
発

を
加
古
川
市
消
防
本
部
と
連
携
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
。

問　

初
期
消
火
に
効
果
の
あ
る
住
宅
用

消
火
器
の
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
す

る
考
え
は
。

答　

家
庭
用
の
火
災
消
火
器
は
、
住
宅

に
設
置
義
務
が
な
い
こ
と
か
ら
、
補
助

は
考
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
初
期
消

火
に
効
果
が
あ
る
の
で
、
加
古
川
市
消

防
本
部
と
と
も
に
啓
発
し
て
い
く
。

市
街
化
調
整
区
域
の
方
向
性

市
街
化
調
整
区
域
の
方
向
性

問　

県
で
は
令
和
10
年
に
用
途
地
域
の

見
直
し
が
行
わ
れ
る
。
町
域
の
東
側
と

西
側
に
あ
る
市
街
化
調
整
区
域
に
つ
い

て
、
県
へ
の
意
見
や
要
望
は
。

答　

県
に
対
し
て
、
次
期
区
域
区
分
の

定
期
見
直
し
を
見
据
え
、
本
町
の
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
が
反
映
さ
れ
る
よ
う

働
き
か
け
る
。
地
域
特
性
を
共
有
し
、

実
情
に
即
し
た
助
言
・
支
援
を
い
た
だ

け
る
よ
う
、
よ
り
円
滑
な
連
携
体
制
の

構
築
に
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

　

高
齢
者
の
介
護
用
品
な
ど
の
補
助

　
　

拡
充
に
つ
い
て

家庭のブレーカーに感震装置を

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

　
　
　
設
置
補
助
を

　
　
　
設
置
補
助
を

答
弁

設
置
の
普
及
啓
発

　
　
　
　
　
　
に
努
め
る

地
震
火
災

大
おお

瀧
たき

 金
きん

三
ぞう

議員

公明党

　委員会では議会閉会中も暮らしやすい町づくり
に向けて調査・研究をしています。
　なお、詳しい内容は播磨町議会ホームページの
委員会報告書をご覧ください。

委員会報告書は
こちら

総
務
建
設

総
務
建
設

■■
1212
月月
2525
日
開
催

日
開
催

　
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計

画
は
、
安
全
で
快
適
な
自
転

車
利
用
環
境
の
将
来
像
に
応

じ
て
、
計
画
的
・
継
続
的
に

創
出
す
る
た
め
の
路
線
を
選

定
し
、
整
備
形
態
な
ど
を
示

し
た
計
画
で
あ
る
。
対
象
路

線
は
、
国
道
、
県
道
、
町
道

の
う
ち
「
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
」
で
幹
線
道
路
ま

た
は
補
助
幹
線
道
路
と
さ
れ

る
路
線
を
対
象
と
し
、
国
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る
選

定
要
件
を
重
ね
合
わ
せ
た
う

え
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
連

続
性
を
考
慮
し
て
選
定
す
る
。

　
今
後
は
、
自
転
車
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
計
画
策
定
協
議
会
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経

て
、
令
和
８
年
３
月
末
ま
で

の
計
画
策
定
を
目
指
す
。

■
２
月
６
日
開
催

■
２
月
６
日
開
催

立
地
適
正
化
計
画
策
定
及
び

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

改
定
へ

　
計
画
に
つ
い
て
、
12
月
４

日
の
常
任
委
員
会
で
示
さ
れ

た
素
案
か
ら
大
き
な
修
正
は

な
く
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
実
施
結
果
が
報
告
さ
れ
、

結
果
は
今
後
の
事
業
推
進
の

参
考
と
す
る
。

　
【
主
な
質
疑
応
答
】

問　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
意
見
数
が
少
な
い
点
に
つ

い
て
、
形
式
的
な
実
施
に
と

ど
ま
っ
て
い
な
い
の
か
。

答　
計
画
素
案
の
概
要
版
を

音
声
付
き
動
画
と
し
て
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
、
説

明
会
に
参
加
で
き
な
い
住
民

に
も
確
認
で
き
る
環
境
を
整

え
た
。
こ
う
し
た
工
夫
に
よ

り
、
住
民
周
知
に
努
め
た
。

自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画

策
定
の
進
捗
は

　
こ
の
策
定
計
画
の
背
景
に

は
Ｊ
Ｒ
土
山
駅
や
山
陽
電
鉄

播
磨
町
駅
周
辺
に
お
け
る
自

転
車
・
歩
行
者
・
自
動
車
の

安
全
な
共
存
、
放
置
自
転
車

対
策
、
自
転
車
事
故
防
止
、

交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
周

知
と
い
う
課
題
解
決
に
向
け
、

安
全
・
安
心
な
通
行
空
間
の

形
成
、
交
通
安
全
教
室
の
継

続
的
実
施
な
ど
を
計
画
に
盛

り
込
ん
で
い
る
。
本
計
画
に

つ
い
て
、
２
月
２
日
か
ら
３

月
３
日
ま
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

播
磨
町
庁
舎
の
建
替
え
と

　
　
公
共
施
設
の
集
約
化

　
「
播
磨
町
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
」
に
お
い
て
、

役
場
第
一
庁
舎
は
令
和
13
年

か
ら
15
年
に
改
築
予
定
で
あ

り
、
多
額
の
費
用
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
財
源
確
保

と
施
設
の
効
率
的
な
更
新
が

課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　
多
様
な
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
と
施
設
更
新
費
用
の
抑

制
を
図
る
た
め
、
庁
舎
に
加

え
、
図
書
館
、
中
央
公
民
館
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
福
祉

し
あ
わ
せ
セ
ン
タ
ー
の
５
施

設
を
複
合
化
・
集
約
化
す
る

検
討
が
行
わ
れ
た
。

　
５
つ
の
検
討
パ
タ
ー
ン
に

つ
い
て
試
算
し
た
結
果
、
今

後
40
年
間
の
施
設
維
持
・
更

新
費
用
の
抑
制
が
期
待
で
き

る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
国
の
交
付
金
等
の
活
用
を

検
討
す
る
と
と
も
に
、
約
15

年
後
の
建
替
え
に
向
け
、
毎

年
度
１
億
円
の
基
金
積
立
て

を
行
い
、
総
額
15
億
円
程
度

の
繰
入
金
確
保
を
目
指
す
方

針
で
あ
る
。

　
必
要
な
施
設
規
模
や
最
適

な
延
床
面
積
に
つ
い
て
引
き

続
き
検
討
し
て
い
く
。

　
浜
田
雨
水
ポ
ン
プ
場
竣
工

　
本
施
設
は
喜
瀬
川
左
岸
の

本
荘
地
区
の
浸
水
対
策
と
し

て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
整
備
工

事
に
着
手
し
、
土
木
工
事
、

発
電
設
備
を
備
え
た
電
気
棟

の
建
築
工
事
、
ポ
ン
プ
な
ど

の
機
械
設
備
の
設
置
が
完
了

し
、
試
運
転
と
調
整
を
行
い

令
和
８
年
３
月
中
の
本
格
稼

働
を
目
指
す
。

■
３
月
９
日
開
催

■
３
月
９
日
開
催

刑
事
訴
訟
法
に
お
け
る

再
審
規
定
の
改
正
を
求
め
る

意
見
書
に
関
す
る
請
願
書

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

案
件
に
つ
い
て
質
疑
・
審
査

を
実
施
し
、
慎
重
に
検
討
し

た
。
賛
成
討
論
、
反
対
討
論

が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

災
害
時
の
応
急
給
水

▶日時　５月８日（金）・６月２日（火）・９日（火）・１０日（水） 
　　　　午前１０時～ 
　　　　�※　６月９日・１０日は一般質問の予定ですが、 

　　質問者数などによって変更になる場合があります。
▶場所　第１庁舎３階　議場 
　　　　※　車いすの方も昇降機により入場し、傍聴していただけます。
▶請願・陳情の締め切り　�６月定例会で取り扱う請願と陳情の締め切りは、 

５月２５日（月）午後５時までです。
●問い合わせ　議会事務局　TEL ０７９－４３５－２３８７

５月臨時会・６月定例会のご案内５月臨時会・６月定例会のご案内

議会ホームページ

奥田議員

岡田議長 河野副議長 細田議員 大北議員 宮宅議員 板谷議員 竹内議員

神吉議員 藤原議員 大瀧議員 木村議員 浅原議員 （議席順）
浜田雨水ポンプ場
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代
表

質

問

ここをここを問問うう町政



■
２
月

■
２
月
1313
日
開
催

日
開
催

　
蓮
池
小
学
校
学
童
保
育
所

は
、
令
和
８
年
度
利
用
申
込

み
が
、
最
大
受
入
利
用
者
数

226
人
に
対
し
て
、
令
和
８
年

１
月
末
時
点
、
240
人
で
14
人

の
超
過
に
な
る
。

　
令
和
９
年
度
の
学
童
保
育

所
新
設
ま
で
の
対
応
と
し
て
、

移
動
式
木
造
住
宅
、
通
称
ム

ー
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
設
置
を

考
え
て
い
る
。
広
さ
は
30
平

方
メ
ー
ト
ル
で
定
員
は
18
人
、

最
大
24
人
ま
で
受
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　
令
和
９
年
度
に
学
童
保

育
所
を
新
設
す
る
た
め
、
令

和
８
年
度
だ
け
の
運
用
に
な

る
が
、
使
用
後
は
ど
う
す
る

の
か
。

答　
令
和
８
年
度
は
賃
借
料

で
計
上
し
て
、
１
年
後
に
は

返
却
予
定
で
あ
る
。

■
令
和
８
年

■
令
和
８
年
11
月
９
日

月
９
日

　

播
磨
南
高
等
学
校
で
は
、

地
域
デ
ザ
イ
ン
類
型
の
２
年

生
22
人
が
、
昨
年
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
町
広
報
紙
、

議
会
だ
よ
り
な
ど
を
参
考
に
、

地
域
の
課
題
を
調
査
・
研
究

す
る「
Ｈ
ａ
ｒ
ｉ
Ｍ
Ａ
Ｐ（
ハ

リ
マ
ッ
プ
）
Ⅰ
」
の
一
環
で
、

調
べ
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
生
徒
た
ち
は
６
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
「
空
き
家
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
播
磨

町
活
性
化
プ
ラ
ン
」
な
ど
の

８
テ
ー
マ
で
町
議
会
議
員
と

議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

大
池
堤
体
改
修
工
事

（
第
２
期
）
の
進
捗
状
況

　
掘
削
工
事
中
に
工
業
用
水

管
の
埋
設
が
確
認
さ
れ
、
事

業
所
と
の
調
整
や
設
計
図
面

の
見
直
し
等
に
期
間
を
要
し

た
た
め
、
工
期
の
延
長
が
生

じ
た
。

　
当
初
工
期
を
令
和
８
年
３

月
31
日
と
し
て
い
た
が
、
５

月
31
日
ま
で
と
す
る
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　
工
業
用
水
管
の
埋
設
を

把
握
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に

な
る
の
は
事
前
調
査
不
足
だ

と
思
う
が
要
因
は
。

答　
か
な
り
古
い
工
業
用
水

管
で
あ
り
、
企
業
側
・
本
町

と
も
に
詳
細
な
埋
設
図
面
等

が
な
か
っ
た
。

　
両
者
の
現
地
立
会
で
宅
地

側
に
あ
る
と
判
断
し
た
が
、

実
際
に
は
少
し
大
池
側
に
あ

り
、
設
計
変
更
に
な
っ
た
。

Ａ
グ
ル
ー
プ

◇
働
い
て
い
る
親
を
助
け
よ
う

　
〜
Ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ

　
　
　
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
～

◇
孤
食
を
無
く
そ
う
オ
ン
ラ

　
イ
ン
食
事
会

Ｂ
グ
ル
ー
プ

◇
空
き
家
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｃ
グ
ル
ー
プ

◇
外
来
生
物
駆
除
＆
亀
の
か

　
ら
揚
げ
グ
ル
メ
イ
ベ
ン
ト

Ｄ
グ
ル
ー
プ

◇
オ
ポ
ナ
カ
ー
ド
（
ス
タ
ン

　
プ
ラ
リ
ー
）

Ｅ
グ
ル
ー
プ

◇
播
磨
町
に
観
光
客
を
増
や

　
そ
う
！

◇
播
磨
町
活
性
化
プ
ラ
ン

Ｆ
グ
ル
ー
プ

◇
播
磨
町
の
ピ
ッ
ク
マ
ッ
プ

　
を
作
ろ
う
！

高
い
費
用
を
か
け
て
レ
ー
ダ

ー
探
査
な
ど
を
す
れ
ば
位
置

の
確
認
が
で
き
た
と
思
う
が
、

一
般
的
に
は
そ
こ
ま
で
し
て

い
な
い
。

　
今
後
は
十
分
に
調
査
し
て

工
事
に
反
映
さ
せ
る
。

大
規
模
災
害
時
・
災
害
廃
棄
物

仮
置
場
の
協
定
締
結

　
現
在
、
災
害
廃
棄
物
の
仮

置
場
と
し
て
「
新
島
中
央
公

園
（
球
場
）」「
新
島
南
緑
地
」

の
２
か
所
を
指
定
し
て
い
る
。

　
播
磨
町
災
害
廃
棄
物
処
理

計
画
に
お
い
て
、
想
定
さ
れ

る
災
害
廃
棄
物
の
量
に
対
し
、

現
在
の
仮
置
場
は
十
分
に
確

保
で
き
て
い
る
と
は
言
え
な

い
状
況
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
た
び
新
島

で
操
業
し
て
い
る
（
株
）
キ

ズ
ナ
ッ
ク
ス
エ
コ
ロ
ジ
ー
の

　
播
磨
南
高
等
学
校
の
地
域

デ
ザ
イ
ン
類
型
で
は
、
地
域

課
題
の
解
決
や
新
し
い
価
値

の
創
造
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

専
門
知
識
を
持
つ
大
学
教
員

か
ら
学
び
、
地
域
活
性
化
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
て

い
ま
す
。

　

具
体
的
な
活
動
と
し
て
、

地
域
住
民
へ
の
提
言
、
企
業

と
の
連
携
、
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
同
校
で
は
、
議
員

の
意
見
も
取
り
入
れ
た
ポ
ス

タ
ー
発
表
が
１
月
30
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
発
表
テ
ー
マ
の
一

つ
で
あ
る
「
播
磨
町
の
ピ
ッ

ク
マ
ッ
プ
を
作
ろ
う
！
」
で

は
、
令
和
６
年
度
の
先
輩
の

同
提
案
を
引
き
継
ぎ
、
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
完
成
形
に

近
づ
け
て
い
く
な
ど
、
単
年

度
の
提
案
で
終
わ
る
こ
と
な

く
、
後
輩
た
ち
に
引
き
継
が

れ
て
お
り
、
外
部
の
ア
ワ
ー

ド
で
賞
を
獲
得
し
て
い
て
い

ま
す
。

　
当
議
会
と
し
て
、
今
後
も

播
磨
南
高
校
生
と
播
磨
町
の

課
題
解
決
に
向
け
て
意
見
交

換
会
を
実
施
し
、
交
流
を
続

け
て
い
き
た
い
。

協
力
を
得
て
敷
地
の
一
部
を

仮
置
場
と
し
て
使
用
す
る
協

定
を
締
結
し
た
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
や
Ｐ

Ｃ
Ｂ
を
含
ん
だ
災
害
廃
棄
物

の
対
応
は
。

答　
仮
置
場
に
搬
入
す
る
災

害
廃
棄
物
は
一
般
家
庭
か
ら

出
た
も
の
を
想
定
し
て
い
る
。

事
業
者
か
ら
出
た
有
害
物
等

を
含
む
も
の
に
つ
い
て
は
、

各
企
業
が
責
任
を
持
っ
て
処

理
を
す
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

播
磨
町
人
権
尊
重
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
策
定

　
本
計
画
は
全
て
の
人
が
お

互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
多

様
性
を
認
め
合
う
社
会
の
実

現
を
目
指
し
、
播
磨
町
人
権

尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
に

基
づ
き
人
権
施
策
を
具
体
的

か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
計
画
を
策

定
し
た
。

　
目
指
す
将
来
像
の
実
現
に

向
け
て
、
様
々
な
人
権
課
題

に
つ
い
て
の
取
組
の
推
進
を

基
本
方
針
と
し
、
条
例
の
周

知
・
情
報
発
信
、
不
当
な
差

別
的
取
扱
い
の
解
決
に
向
け

た
体
制
の
充
実
、
協
働
に
よ

る
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

の
意
識
と
機
運
の
醸
成
を
重

点
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
掲

げ
て
い
る
。

　
毎
年
事
業
評
価
を
行
っ
た

上
で
、
施
策
の
進
捗
状
況
を

人
権
委
員
会
や
人
権
尊
重
ま

ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
に
報

告
を
し
、
意
見
を
踏
ま
え
て

施
策
の
改
善
に
取
組
ん
で
い

く
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　

評
価
結
果
を
住
民
に
分

か
り
や
す
く
、
毎
年
度
公
表

し
て
理
解
を
深
め
る
た
め
に

発
信
を
す
る
考
え
は
。

答　

年
度
内
の
評
価
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
て
い

き
た
い
。

〔
そ
の
他
〕

◆
播
磨
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
の

改
定

◆
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

給
付
費
の
支
給
対
象
と
な

る
運
営
基
準

■■
1212
月月
2525
日
開
催

日
開
催

播
磨
町
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
策
定
状
況

　
本
計
画
で
は
、
播
磨
町
内

か
ら
排
出
す
る
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
目
標
を
定
め
、
住

民
・
事
業
者
・
町
の
そ
れ
ぞ

れ
が
率
先
し
て
地
球
温
暖
化

対
策
の
取
組
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　
最
終
目
標
年
度
令
和
32
年

に
掲
げ
た
将
来
像
の
実
現
を

目
指
し
、
目
標
達
成
に
向
け

た
取
組
施
策
と
し
て
、
基
本

目
標
を
「
エ
コ
で
未
来
に
つ

な
ぐ
安
心
・
安
全
・
快
適
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
脱

炭
素
社
会
に
向
け
た
地
域
づ

く
り
」「
持
続
可
能
な
ま
ち

を
創
る
人
づ
く
り
・
仕
組
み

づ
く
り
」
と
設
定
し
た
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　
温
暖
化
対
策
の
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
快
適
性
を

優
先
す
る
中
で
、
ま
ず
最
初

の
取
組
の
考
え
は
。

答　

Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
で
将

来
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
を
周

知
す
る
事
で
地
球
温
暖
化
に

対
す
る
活
動
が
推
進
さ
れ
て

い
く
と
考
え
る
。

厚
生
教
育

厚
生
教
育

蓮
池
小
の
学
童
保
育

　
ム
ー
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
で
対
応

　
町
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
播
磨
南
高
校
２
年
生
「
地
域
デ
ザ
イ
ン
類
型
」
の
生
徒
と
播
磨
町
議
会
議
員

が
意
見
交
換
会
を
行
い
、
授
業
で
ま
と
め
た
提
案
に
つ
い
て
議
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
し
た
。
提
案
は
議

論
を
踏
ま
え
て
内
容
を
充
実
さ
せ
、
令
和
８
年
度
の
実
施
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

町
の
課
題
解
決
策
、
高
校
生
が
提
案
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表紙の題字は表紙の題字は私私が書きましたが書きました
イ
ベ
ン
ト
い
っ
ぱ
い
播
磨
町

　
私
は
、
播
磨
町
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
た
く

さ
ん
の
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　

私
が
参
加
し
た
中
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
の

は
、「
マ
チ
ナ
カ
ク
エ
ス
ト
」
で
す
。
仲
間
と
地
図

を
見
な
が
ら
徒
歩
で
播
磨
町
の
歴
史
や
文
化
を
学
び

ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
着
く
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ゴ
ー
ル
し

た
後
は
素
晴
ら
し
い
達
成
感
と
充
実
感
で
し
た
。

　
播
磨
町
に
は
、
他
に
も
た
く
さ
ん
イ
ベ
ン
ト
が
あ

り
、小
さ
い
子
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
う
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は
播
磨
町
の
こ
と

を
知
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
私
は
、
そ
ん
な
播
磨
町
の

魅
力
を
知
る
イ
ベ
ン
ト
に
こ
れ
か
ら
も
参
加
し
た
い

で
す
。
そ
し
て
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
参
加
し

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

春
の
陽
気
と
と
も
に

新
年
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。
入
学
や
就
職
な
ど
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
さ

れ
た
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。「
不
易

流
行
」
と
い
う
言
葉
の
通

り
、
変
わ
ら
な
い
本
質

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
時

代
の
変
化
に
応
じ
た
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
物
価
高
や
人
手
不

足
に
加
え
、
少
子
高
齢

化
の
進
行
、
地
域
公
共

交
通
の
維
持
、
防
災
・

減
災
へ
の
備
え
な
ど
、
地

域
を
取
り
巻
く
課
題
は
一

層
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

本
号
で
は
新
年
度
予

算
を
中
心
に
、
こ
う
し
た

課
題
へ
の
議
論
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆

さ
ま
の
暮
ら
し
に
直
結

す
る
テ
ー
マ
と
し
て
、
ぜ

ひ
身
近
な
問
題
と
し
て

関
心
を
も
っ
て
お
読
み
く

だ
さ
い
。
今
後
も
分
か
り

や
す
く
親
し
み
や
す
い

紙
面
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。（
板
谷
）

播磨幼稚園

菜の花の花言葉は、「小さな幸せ」「豊かさ」です。

蓮池小学校播磨南中学校

ざ
ん
じ
き
ゅ
う
け
い

ざ
ん
じ
き
ゅ
う
け
い

「議会と語ろう会」を要請により随時開催！
 ・本町に在住、在勤または在校する１０人以上で構成するグループ
　申請方法等の詳細については、議会事務局へお問い合わせください。ＴＥＬ：０７９－４３５－２３８７
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